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主な活動

内容

子どもに関わる活動をしている団体や個人がつながりをもって活動しています。

「柏市おはなし会Ｓ' わくわく人形劇まつり」、「増尾のもりでいっしょにあそ

ぼう！」、中央公民館連携事業「親子ふれあい広場」、小学生以上の子どもの居

場所「Ｔｈｅ みんなのひろば」、会報「ほっとハッと通信」・障がいのある子

どもたちへの情報紙「るって」発行、子育て支援の講演会、意見交換のためのａ

ｔｔａ（あった）会議など

発足時期 1994 年 10 月

構成員

（会員）数

7２ 名

（団体１５・個人５７）

（男性１１名・女性６１名）

主な活動場所
市内各所、柏市中央公民館、市内各近隣セ

ンター（主に富里・永楽台・増尾など）

活動頻度
各委員会活動 月１回程度

その他事業によって随時

この活動をこの活動をこの活動をこの活動を次の世代に手渡していきたい。次の世代に手渡していきたい。次の世代に手渡していきたい。次の世代に手渡していきたい。

そしてそしてそしてそして、手渡す価値のある団体でありたい！、手渡す価値のある団体でありたい！、手渡す価値のある団体でありたい！、手渡す価値のある団体でありたい！

柏子どもの文化連絡会柏子どもの文化連絡会柏子どもの文化連絡会柏子どもの文化連絡会

柏市内で個々に活動していた団体や個人が、情報交換をしたり、ともに活動したりすることで、

つながりが生まれ、１人や１つの団体ではできないことができ、さらにそれぞれの活動の充実化

も図れるという考えのもと発足しました。

活動拠点活動拠点活動拠点活動拠点・・・・範囲範囲範囲範囲のマップのマップのマップのマップ団体団体団体団体のののの概要概要概要概要

団体団体団体団体をををを立立立立ちちちち上上上上げたげたげたげた（（（（設立設立設立設立したしたしたした））））““““きっかけきっかけきっかけきっかけ””””はははは？？？？

団体団体団体団体のののの特徴特徴特徴特徴（（（（強強強強みみみみ））））

子育て

会の活動に参加することで、出会いがあり、ともに活動することで、絆が生まれます。

子どもに関わる活動をしているさまざまな団体や個人が出会い、情報や意見の交換をすること

ができます。それによって、新たな取り組みが生まれたり、個々の活動に活かしていくことがで

きます。
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代表者 日比谷 伸子（会長）

鈴木 典子（事務局長）

Tel
０９０－7７０８－０６９１

活動活動活動活動

拠点拠点拠点拠点

柏市中央公民館

市内各近隣センター

主に富里・永楽台・増尾など

e-mail kashiwakobunren@gmail.com

HP http://kashiwa-kobunren.jimdo.com/.

地域の皆様の協力のもと，いろいろ

な世代の人と思いっきり遊ぶ一日！

「 増 尾 の も り で い っ し ょ に あ そ ぼ「 増 尾 の も り で い っ し ょ に あ そ ぼ「 増 尾 の も り で い っ し ょ に あ そ ぼ「 増 尾 の も り で い っ し ょ に あ そ ぼ

う！」う！」う！」う！」 於：増尾城址公園

毎年１回地域で活動するたくさんの

団体や個人が協力して作る夢の一日

「「「「柏市おはなし会柏市おはなし会柏市おはなし会柏市おはなし会 S'S'S'S'わくわく人形劇わくわく人形劇わくわく人形劇わくわく人形劇

まつりまつりまつりまつり」」」」 於：中央公民館

「“熱とハート”そして、共に活動する仲間を大切に！」

団体を立ち上げるときは、“こんなことをやりたい！”という熱意と“わくわく感”にあふ

れていると思います。「（情）熱」や「ハート（心意気）」を大切にがんばってください！

ひとりの力は小さいかもしれないけれど、ともに活動する仲間が力を合わせれば、大きな力と

なり、喜びは何倍にも。困難にぶつかっても乗り越えて行けると思います。

それぞれ違う価値観を持つメンバ

ーが「まずはできることから」と考

え 開 催 し た の が 『 柏 市 お は な し 会

S’わくわく人形劇まつり』です。準

備のために幾度となく顔を合わせ、

本音で話し合ううちに絆が強くなっ

ていきました。

絆絆絆絆はこうしてはこうしてはこうしてはこうして強強強強まったまったまったまった 今後力今後力今後力今後力をいれていこうとしていることをいれていこうとしていることをいれていこうとしていることをいれていこうとしていること

私私私私たちはこんなことをしていますたちはこんなことをしていますたちはこんなことをしていますたちはこんなことをしています

今後今後今後今後，，，，団体団体団体団体をををを立立立立ちちちち上上上上げるげるげるげる方方方方たちへたちへたちへたちへ

連絡先連絡先連絡先連絡先

次の世代に手渡していきたい…というのが願

いです。でも今は、それがいちばんむずかしい

とも感じています。活動に触れてもらい、また、

参加してもらう中で、多くの人にこの活動が必

要だと感じてもらえたら、おのずと次を担う人

たちが生まれる…そう信じて、育成のための講

座や声かけに努めています。

資料②－２


